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１．はじめに 

現在，中山間地域では少子高齢化，人口の流出等

による，本来地域が持つべきである，あるいは期待

される機能の喪失が問題となっている。特に，いわ

き市において中山間地域に位置づけられる三和町は，

人口減少や，基幹産業である農林業および伝統芸能

の衰退等が問題となり，過疎化が進んでいる。また，

労働力人口の減少や学校の統廃合問題等，人口減少

による影響は各方面に及んでいる。そこでこのよう

な影響に歯止めをかけ，安全・安心な住みよい環境

を確保するために，中山間地域のまちづくりの必要

性が高まっている。 

本研究は，中山間地域に位置づけられる広域合併

都市いわき市三和町を対象として，地区単位にみる

構造特性について追究するものである。具体的には

空間的・社会的にみる構造特性を把握するために，

現地調査，ワークショップおよび住民アンケートを

実施することで，旧村 11地区毎にそれぞれの有する

構造特性として抽出することができた財産や魅力，

課題を明らかにする。その上で項目毎に分類して，

地区間で比較分析することにより，それらの関係性

を示し，空間的・社会的な構造特性を追及していく。 

 

２．研究の対象と方法 

（１）研究の対象 

 広域合併都市いわき市において，中山間地域に位

置づけられる三和町を本研究の対象とする。昭和 30

年に三和村として誕生し，現在に至る三和町は，面

積 214.90km2 でいわき市内において最大の面積を誇

り，人口 3,176 人，1,107 世帯の規模であり，旧村

11 地区から構成される。基幹産業としては，農林業

が挙げられる。 

（２）研究の方法 

町内 11 地区を単位として財産・魅力を抽出するた

めに，以下の 3つの調査を実施した。 

第一に，地区の様子と環境，生活について把握す

ることを目的として，三和町全地区(11 地区)の住民

を対象にまちづくりアンケート実施した。 

第二に，アンケート調査の結果を資料として用い，

抽出することのできた財産・魅力や課題を具体化す

るために 11地区毎にワークショップを開催した。 

第三に，ワークショップにおいて具体的に抽出す

ることのできた財産・魅力について，子供の世代(小

中学生)がどのように捉えているのかや生活の様子

を把握することを目的として，町内の小中学生を対

象としてアンケート調査を実施した。 

 以上の３つの調査を通して，住民の意識や評価に

みる財産・魅力や課題についてアプローチしていく。 

 

３．住民意識にみる空間構造特性 

（１）地区の様子について 

 図１は，住民アンケートにおいて尋ねた地区の様

子を示す各項目について，「ありますか」という問い

に対する回答割合を示したものである。全 14項目の

うち，「はい」という回答は，「風通しの良い場所」

が 82.4%と最も高く，次いで「美しい自然環境・自然

景観」が 79.9%となっており，「見晴らしの良い場所」

が 67.6％，「居心地の良い場所」が 65.5％というよ

うに自然環境に関する回答割合が高くなっている。

また，「郷土芸能，伝統行事，工芸」に関しても 74.7%

と高い値となっており，財産・魅力としてあげるこ

とができる。一方，「美しい街並み，建物」が 14.5%，

「魅力的な人」が 20.2％と回答割合が低い項目もみ

ることができる。 

（２）まちづくり要素の具体化 

アンケート調査の結果を資料として，把握するこ

とのできた財産・魅力や課題を具体化するために，

11 地区毎にワークショップを開催した。その結果，

地区の財産・魅力として，全 308 の要素を抽出する

ことができた。これを 6 つの項目毎に分類してみた

ものが図 2 である。全体としてみると「動植物」が

105と最も多く抽出することができた。これを具体的

にみると，イノシシやタヌキにみる「野生動物」，ホ

タルやイモリにみる「水生生物・昆虫」，コゴミやク

レソンにみる「野草」，ナラやブナの原生林にみる「樹

木」の 4 項目に整理

することができた。

同様に，「自然」につ

いては「山」(14)や

「川」(3)，「湿原」

(1)，「その他」(21)

というように 4 項目

に整理することがで

き，各分類について

図 1 地区の様子(住民) 
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図 2 財産・魅力 (ワークショップ) 
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同様の整理を行った。 

 ここで，「自然」を構成する「山」について，ワー

クショップを通して抽出することのできたその捉え

方をみたものが表 1である。これをみると，「素晴ら

しい景観」をはじめ，「野生動物や昆虫が生息すると

ころ」，「山菜や野草が豊富」など，日常生活の経験

に基づいた捉え方を多くみることができる。また，

「小学生が植林する」場であったり，「地区の清掃活

動を行う」場であったりと，日常生活においても活

動する場であることがわかる。さらには，「洪水防止」

にみるようになくてはならないものとして捉えてい

ることがわかる。 

（３）小中学生がみる地区の様子 

小中学生アンケートにおいては，ワークショップ

を通じて抽出することのできた 61の財産・魅力につ

いて地区毎に示し，知っているものについて○をつ

けてもらった。その結果，表 2に示すように，「いわ

き三和インターチェンジ」が全地区で認知度が高く，

実際に位置する永戸・沢渡地区では回答割合が 88.6%

と最も高い値となっている。また，三和町を代表す

る山である「水石山(水石山自然公園)」は，三阪地

区を除く 3地区で認知度が高く，水石山がある永戸・

沢渡地区では 92.4%と高い値を示している。一方，三

阪地区では「芝山」や「長沢峠」の認知度が高くな

っており，シンボルとしての山の捉え方が地区によ

り異なることがわかる。さらに，認知度が特定の地

区においてのみ高い財産・魅力もあげられる。永戸・

沢渡地区でみると，93.7%の回答割合を示した「好間

川」がその例である。好間川は三阪地区で 17.1%，永

井地区で 24.3%である一方で高い値となっている。ま

た，三阪地区においては，「三阪川」や「古峯神社」，

「三阪川沿いの桜」，差塩地区においては，「差塩湿

原」や「良々堂山」，「諏訪神社(差塩)」，「四門」を

抽出することができ，特定の地区においてのみ認知

度が高くなっている。 

（４）町の良いところ 

 小中学生のアンケートにおいて，町の良いところ

について図 3に示す 11項目を選択肢として回答して

もらった。その結果，「美しい自然」が最も多く， 

86.9％の回答割合となっている。次いで，「おいしい

空気や水」(回答割合 75.9%)とあるように自然環境に

関する回答数が多くなっている。また，「お祭りなど

のみんなが集まる行事」(同 58.6％)についても，高

い値となっており，住民アンケートの結果と同様，

財産・魅力としてあげることができる。一方，「美し

いまちなみや建物」の回答割合は 10.5％となってお

り，住民アンケートと同様に低い結果となっている。 

 

４．まちづくり要素としての財産・魅力 

 住民アンケートと小中学生アンケートにおける財

産・魅力の結果を比較してみると，「自然」に関する

項目のうち，「美しい自然」については，共通して高

い回答割合となっている。そうした中で，「見晴らし

の良い場所」や「美しい植物」に関してみると，住

民アンケートの結果と比較して小中学生における回

答割合が低い形

となっており，世

代による捉え方

の違いをみるこ

とができる。  

また，「伝統芸

能・行事」に関し

てみると，共通し

て高い回答割合

となっている。こ

れは，地区の祭典や伝統芸能である「じゃんがら」

や「獅子舞」，「やっちき」が世代を超えて参加する

行事となっており，身近なものとなっていることが

表れる形となっている。 

一方，「美しい街並み，建物」に関してみると，共

通して低い回答割合となっている。三和町内には，

旧街道が走り，宿場町を起源とする集落もあり，面

影を残している。それにもかかわらず，全体として

認識されていないことより，財産・魅力となり得て

いないということができる。さらに，いわき三和イ

ンターチェンジや水石山は，遠足や地区の行事等に

より利用頻度が高いことなどにみるように，初等教

育の段階で取り上げられることが多いため，認知度

が高くなっているものと考えられる。 

 

５．おわりに 

 本研究の成果として，以下の点をあげることがで

きる。 

第一に，住民アンケートと小中学生アンケートの 2

つの調査を通して，住民意識にみる空間構成要素の

捉え方を明らかにすることができた。 

 第二に，ワークショップを通して，空間構成要素

を具体化し，まちづくり要素として整理することが

できた。 

 今後は，具体化することのできたまちづくり要素

の活用方法について検討していくことが必要である。 
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○…回答割合 70％以上 

表 2 財産・魅力(小中学生) 
　　　　　　　　　　　　　　　地区(中学校区)

　要素

いわき三和インターチェンジ ○ ○ ○ ○

水石トンネル ○ ○

水石山（水石山自然公園） ○ ○ ○

芝山 ○ ○

長沢峠 ○

好間川 ○

三坂川 ○

古峯神社 ○

三坂川沿いの桜 ○

差塩湿原 ○

良々堂山 ○

諏訪神社(差塩) ○

四門 ○

永戸・沢渡永井差塩三阪

表 1 「山」の捉え方 
要素 捉え方(意見)

杉山が地区の大半を占めており，自慢である
赤ヤシオの木やナラの木の原生林をはじめとする樹木も自慢である
野生動物や昆虫が生息しているところ
珍しい野草や山菜が豊富なところ
素晴らしい景観がある
小学生による植林活動が行われている
地区の清掃活動が行われている
洪水の防止になる

山

図 3 地区の様子(小中学生) 
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